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Friebes・Winogradsky;(l)Btormcr，(2) Behren9，(B) 
Beijerinck. u. v. D:llden(引等によって特殊た形
をしたplectridium型の酷酸菌がretUngl'L於て最
も重要な細菌であるとされてゐるoBr坦demann(5)
は之の細菌を BacillllSamylobacter A. M. et 
Bredemannの中に抱合せしめ、・酷酸菌のペクチ
ン質分解作用は培養中に容・易に壇化するもので
あると考えてゐる。 Cぽbone(めは plectridiumの
埼養に混在してゐる 0109釘idillmfelsinellmに
よって re悦ingが行われる震に、 plectridiumに
ペクチン質分解作用がある如〈誤解されてゐた
ものとしてゐる。 RUllchmann(7)は之に対し、
plec廿idiumにもペクチン質分解作用を認め伊太
利では 010st.felsineum，濁逸では plect耐 ium
がr枇 ingI'LC関係するものとし'koM叫円y(・)(9)(1・〉
等は酷酸菌群中にはペクチン質を醗障する能力
のあるものを認めたが plecb-idiumは之を酪降
したいと曾ってゐる。 Weizmallll等は嵐類から
三株のplectrldiumを分離したが其等の純粋培
養はペクチン質を殆ど分解したいと報告してゐ
る。著者等は浸水中の皮蹴 L大蹴〉より 4株の
plectridiumを分離しその性質に就て研究した。
1. plectridiumの分離良嵐を三角瓶の中
で300C~て浸水し 48-~2時間後 plectr1dium の
符集した靭皮の内側より一白金耳、溶僻し7たb玉
慈エキス寒天の試験管埼聾基tに亡取つて斜面と1た主
し昆空零畏 (2却Ommウ〉にして 3弱50οtκ亡2-4日培養し
芦たtoplecti註rdi如umのi同司い(Iolonyがaあbらわれれば、
更tκ亡Roω5e肌ntぬhaωlのカ
: を行つ7た1:0 pがleωctr耐id凶ωiumの cωり叫.16仇山h加nyは最初は緊答寂
で白金線tに乞ピ‘全部が附着して来るが胞子をつ〈れ
ほ~ colonyが柔らかくなるので周囲の寒天のつ
かたいようにする需に4-5日培養してから培養
を繰返じた。最後に稀釈法を行って純粋な菌株
を得るようにした。 4株の.plectridiumは同一
原料〈朝鮮産青木種大蹴〉より分離したもので
ある。玉葱エキ R は玉葱300gtc7.k1立を加えて
煮出しペプトン 5gK2HP04 19を加えてっと
った。
2. plectridiumの性質
A 形態的性質、樗養基には1%葡萄槍添加肉
汁寒天或は玉葱エキ R寒天を用いた。水銀柱是o
m也 35-37・Cに15培養Lたものを観察した。
(め細胞Z栄養細胞は執れも樟賦のものが多
く中には少し〈栂曲したものもあり端は同味を
符び十分に成熟したものは長さ 8μ巾0.6-0.8μ
であった。中には 3-17μ の畏さのものも認め
られ止。 2-6個逼鎖した細胞が見出される事
があった。醇f，tJ<(5 %乾燥酵母煎汁〉に 1%
乳糖、果積、 raffinose，"inul1n等を加えた液体
培養では1~ gll1cose降母水の場合と具り2-4
xO.5μの梓賦の病的主主形態とたった。との/J、梓
航菌は granuloseを含有せ十胞子を形成しない
がとの形のま』分裂して繁殖を続ける。液は正
常の場合のよちに瓦斯を発生したり粘調となっ
たりする事は少M。胞子を混入しτゐなU壊を
確めた病的な培養を玉葱エキ且寒天上に移すと
正常な形に回復した。降惟水の代りに 0.5%ペ
プトン水を用いた場合は上記の不完全な発育し
か行わない積類でも正常な繁殖を行う。不良な
俵件の下では小梓版薗とは別に Bl'cd岨阻n(S)a:>
Mikrooidi叩を認めた。著者等は病的の/何手紙薗
の繁殖した液体培養を夏にその佳 5-10日増益
を続けた、場合に全部が Mikrodidi聞に雛形して
ゐる事を観察した。 Mikrooidienは主主賦で0..7-
1.0μの直径を有しτゐた。二連舗の場合が多か
ったが3-4<D場合もるった。 granulωeは認めら
れなかった。液体培養の外観は病的な小梓賦菌
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企たった場合と同様であるが玉葱エキ貝寒天上
に移しても正常た形酔に問復じ訟かった。 Mi・
krooidienはとのま Lの賦態で繁殖を続けた。正
常な発育をする場合細胞は胞子猛細胞となる。
24-48時間培養したものに認められその形はー
拾の尖端部が肥大した~le仰idium型を呈するの
〈む〉胞子、 48-72時間培養せるものの中に遊
離Iτ認められた。No3は最も羊〈胞子を形成
L遊離する。胞子嚢細胞の細胞膜が容易に消失
せ歩に附着してゐる場合があった。胞子は卵形
時に楕円形で大きさは 1.2x1.0μであった。
くの蓮動性、若い車晴白は括-漉に蓮動する。
(d)染色性、 Gram氏染色は若いものは陽性
でaうる。 granulose染色は胞子嚢細胞に於て陽
性で gfanuloseの分布した部分としたい部分と
が秩序正して区劃されてゐる。
B 培養的性質水銀柱 20mm.3p'-S7・0にで
婚養したd
。)1 % glucos.e，肉汁寒天斜面I1J線埼養?斜
面上tc点鞭賦に coloJlYを生じ後試験管の底部
のものは櫨がって融合する。∞l∞yは乳白色で
あり不整形で隆起しひだがあb任l，;"ZDUl'l位で
aうる。
(b) glueose肉、汗寒天穿刺埼養、 J謝もも多量の
瓦斯を発生し寒天が分裂する錦に繁殖の賦躍は
明らかでない。
(c) glucose内汗寒天扇卒場養、斜面培養の
場合と類似したcolonyを生や。 coJonyは驚棺で
あるが径に colonyの内容は胞子の遊離すると
共に流れる。寒t天の内部に生とた colouyは不
説則君主稼形又は卵形を呈しでゐた。
Cd) glucose肉汁液体培養、執れも 1日後に
は瓦斯を発生し白色tci困漏し粘性色有L白色の
粘凋た沈灘を生す~o 後に液は少しく潤濁度と粘
税1味を減歩る。
Ce) litmus milk，共に多量の瓦斯を発生L酸
を生じカゼ4ンを謡固し後に之をとペプトン化す
る傾向があ・った。 litmus-を急激に還元する。
(.， f) glucoseゼラチン穿刺培養、執れもゼラ
チンを液化する。
Cg')辺プトン水培養、共に繁殖せす布。
C.生理.的性質
(a) indol， glucose肉汁で7目間犠養したが員
indolを生成せ歩。
(b)硝酸瞳還元、 gJucose1%、ベプトシ 1%
K2RP040.1%. KNOs 0.1%の婿養基で5日間
樗養したが直硝唆は検出されなかった。
(.c)硫化水素の生成‘ 1%gluω181%ペプト
シ水ではNI2N，叫に認められた事があったがそ
ーの~，の菌では H>>8 の生成を見なかった。 1%
glucose 5 %ペフトン 0.1%K!HP04の埼養液
では執れも 2日後に既に試験管中に懸重量した暗
酸鉛紙が黒睡した。
(d)窒素固定作用、敦れも Winograds句集
窒素矯養液には繁殖したかった。
くけ酸素との関係、共に嫌気性
( f)温度との関係、共tz:35・0附近が遁揖で
あっそ。
(10 macerationの作用、 19広glq∞se肉汁寒
天斜面上に域菌した生の局鈴薯切片を1片載せ
周囲の寒天に菌を接種して培養する時NolNo 
3 N04 は馬み薯の macerationを起J_..No2は
切片を包囲してよ〈繁殖してゐたが m舵 eration
怯起さなかった。土壊を通過せしめても No2
のみ macerationの作用がたかった.tS〉N01は
熱処理を施す事た<:1 % gluc08eペフトン水に
培養を棋返す時繁殖力は衰え培養液の pro北ope-
ctinase作用も恐ら〈菌体数の少い錆に憤弱とな
ったが30回の移植後にも僅に之を認める事が出
来た。
崎降性樹類に就ては戎の酷酸菌のprotop的 tiuare
の分泌僚件に関する報告の時に逼ペる。
3.考察前述の Bl'edemann許りでなえ
Dergey(均等，もとのplectridiumをClQst.butyl'icum 
Pr畑町ki刊に入れてゐる。 Bヂ叫阻n等
の Mikr∞，idienその他の形態の聾化したものを
認める事が出来たが正常の形は他♂酷酸曹と判
然と区別される。その他蛋白質分解作用を有し
てゐる点等から酷酸菌群中特殊なものと考えら
れ Clost.but71'icum Pl'lWIlowrkiとは別の種と
して即ちClost. pectinovorumとして取扱った
方がよいように思う。。lost.pectinovorumは浸水φ廊の内部に密集
して繁殖して来る震に rettingには最も重要な
細菌とされてゐるがその純粋精華のぺクすン質
分解呼用の有無に就ては種々の報告があっては
っきりしたい.著者の分離した4株のplectridiu凶
に118) - 18-
の中8祢は程度の差はあるがmacerationの作用
を有し1株は最初から全然との作用がなく土壇
遁過せしめてもベクチシ質の分解作用は認めら
‘れ君主かった。 Nolは培養を繰返して行〈時繁殖
カは衰えたが白lacerationの作用は完全には失
いはしなかった。 Clost.pectinovo'tumのペクチ
ン質分解作用は stralnによって非常に異って
ゐる事が分る。麻類が Clost.pectinovorumの
純梓樗養でOllCel喝ti岨が十分行われたいのは
分降したstrainが自然に浸水した時に繁殖して
みる菌より pectin賀分解作用が弱い震である
かもしtt-たい。
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小委苗l二聾する赤徽病菌 GibberellaS.乱ubinetii
Sacc.の侵入方法lこ就いて
西門義一・山内巳酉
1.紺雷著者のl人西門は先に小委赤撒
病菌は小夢の葉にもよ4侵入する事を報じ到
発芽時に於ける擢病性と穂に於ける擢病性とり
聞にはある粍度の市民闘関係のある事を認めた
が、夏に小穿幼植物の葉に於ける植病性の品種
間差遣と穂に於ける擢病性の品種間差惑との関
係、及び小夢幼苗に対する赤撤病菌の侵入方法
制Z就いて研究した。赤櫨病菌の侵入方法に関し
ては古くよD多〈の実績はあるが、小穿菌、殊
に葉、根等に対する侵入機構に就いでは命不充
分1t点が少たくたい。それでとれ等の点に就い
て研究した結果を報告する。
本報.告は農林省委託 rIJ、~赤徴病防除Ié関す
る研究jの1部として主として山内の行った研
究の結果である@藤林省農産課竹内課長、堀技
官業他関係各位に謝意書と表ずる。
2.接種賦験小宴種子発事Fの前後に赤雛病
菌の分生胞子を接種して発病賦贈を調奈した。
之に供用じた赤撒病菌は当研究所保存1285号菌
〈昭和17年佐賀県草で中山隆夫採集分離〉で、之を
局鈴薯寒天に培養し形成の分生胞子高と馬鈴薯煎
持tて浮'tf;せしめ、小型噴霧器で噴霧接種した。
IJ、夢種子く新中長)の表面は強め昇求7kで消毒
し温紙を敷いた径8艇のペトリ血tL並べ之れを
供用した。叉子葉tL対しては植木紳に錆付け子
葉が充分神』更し第1の本棄のわやかに見えるる科
度のものに問機接種した。接種後は何れも緑、室
に傑ち、当時 (9 月 5 日~9 月20目〉の室i星(23
-w度】に置いた。
(A)努芽前の種子に対して掻種した場合。蒔
忙の際に接種して7日後の調査に依れほ、菌糸
は種子叩表面に蔓延し、種子を蔽ふものがめり
との棋な種子は発芽せ寸志、全〈軟腐してゐた。
叉わやかに発若手を初めた芽も淡褐色から褐色に
理色して軟腐してゐるものも多獄見られた。発
芽して芽鞘の相当長〈伸長したものも業の基部
戒は距軸、幼根の基部が淡褐色に費色してゐて
明らかに薗の侵害を受けたと認めるれるものが
あった。去の教は大体決の載であった。
接種し倭積せ
・たもの ぬもの
量産芽歩合【芽の1糧以上伸びたもの)5r% 89% 
重量芽したもの(Jt中基根書官色のもの)14% 0% 
~枯歩合(JlJt:初期に軟腐したもの)11% ・0%
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